
▼
初
任
研
に
つ
い
て

〈
市
教
委
〉
25
年
度
か
ら
は
時

間
数
が
少
し
減
っ
て
い
る
。

２
年
目
は
初
任
研
で
は
な
い

が
、
初
任
研
負
担
軽
減
の
た
め

に
２
年
目
に
一
部
の
研
修
を
回

し
て
い
る
の
を
ご
理
解
頂
き
た

い
。
２
年
目
の
研
修
は
あ
く
ま

で
も
希
望
で
あ
る
。

高
石
市
と
し
て
は
、
初
任
研

を
学
期
末
や
懇
談
会
の
時
期
で

は
な
く
終
業
式
の
日
に
行
っ
て

い
る
。

▼
高
石
市
英
語
教
育
推
進
事

業
に
つ
い
て

〈
市
教
委
〉
平
成
26
年
度
か
ら
、

英
語
教
育
推
進
事
業
が
全
中
学

校
で
行
わ
れ
る
。
５
年
を
目
途

に
行
う
。

具
体
的
に
は
、
英
検
主
催
の

「
英
語
能
力
判
定
テ
ス
ト
」
を

中
学
校
１
年
と
３
年
は
全
員
受

験
す
る
。
１
年
は
１
学
期
予
定

で
Ｆ
テ
ス
ト
（
筆
記
と
リ
ス
ニ

ン
グ
、
英
検
５
級
に
準
じ
る
）
、

３
年
は
２
学
期
予
定
で
Ｄ
テ
ス

ト
（
一
次
筆
記
と
リ
ス
ニ
ン
グ
、

英
検
３
級
に
準
じ
る
）
を
受
験

す
る
。

▼
学
校
図
書
費
に
つ
い
て

〈
市
教
委
〉

公
費
負
担
が
原

則
で
あ
る
。

学
校
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
対
し
て

図
書
費
な
ど
の
予
算
を
組
む
よ

う
要
望
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
予
算
に
つ
い
て
は
市

と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
が
、

使
途
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検

討
す
る
よ
う
学
校
長
に
周
知
す

る
。

▼
学
校
給
食
の
安
全
衛
生
に
つ

い
て

〈
市
教
委
〉

浜
松
市
で
の
事

故
を
う
け
、
各
校
に
注
意
を
促

す
通
知
を
出
し
た
。

今
後
と
も
安
心
・
安
全
な
学

校
給
食
の
実
施
の
た
め
努
力
し

て
い
く
。

▼
登
下
校
の
安
全
対
策
に
つ
い

て〈
市
教
委
〉
昨
年
度
各
小
学
校

で
危
険
箇
所
の
点
検
・
報
告
を

し
て
も
ら
っ
た
。
関
係
課
（
土

木
公
園
課
）
と
連
携
し
改
善
に

努
め
て
い
る
。

今
回
見
つ
か
っ
た
51
カ
所
の

危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
府
警

本
部
と
連
絡
を
取
り
対
策
を
講

じ
て
い
る
。

▼
教
職
員
の
年
休
・
特
休
取
得

に
つ
い
て

〈
市
教
委
〉
（
各
校
で
年
休
の

計
画
的
取
得
が
で
き
る
よ
う
、

ま
た
、
特
別
休
暇
に
つ
い
て
、

教
職
員
が
取
得
し
や
す
い
よ
う

）

校
長
に
対
し

機
会
あ
る
ご
と
に

指
導
し
て
お
り
、

今
後
と
も
指
導
し

て
い
く
。
ま
た
、

制
度
改
正
が
あ
れ

ば
迅
速
に
各
学
校

長
に
周
知
し
て
い

る
。高

石
市
の
年
休

取
得
日
数
は
、
平

成
24
年
で
小
学
校

14
日
３
時
間
（
取

得
率
70
％
）
、
中

学
校
11
日
６
時
間

（
取
得
率
60
％
）

で
あ
る
。

▼
「
勤
務
時
間
把

握
」
に
つ
い
て

〈
市
教
委
〉

教

職
員
の
健
康
管
理

等
に
も
関
連
す
る

こ
と
で
も
あ
る
の

で
、
必
要
に
応
じ

て
そ
の
旨
を
指
導

し
て
い
く
。

例
え
ば
、｢

記
入
の
集
中
旬

間｣

等
を
設
定
す
る
な
ど
し
て
、

勤
務
実
態
の
把
握
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

▼
「
人
権
」
教
育
関
係
団
体
へ

の
行
政
か
ら
の
補
助
金
に
つ
い

て〈
市
教
委
〉

今
年
度
の
補
助

金
81
万
９
千
円
を
来
年
度
は
73

万
８
千
円
に
減
額
し
た
。

▼
「
大
阪
府
統
一
テ
ス
ト
」
に

つ
い
て

〈
市
教
委
〉

平
成
26

年
度
は
試
行
実
施

（
内
申
書
に
は
反
映
し
な
い
）

「
統
一
テ
ス
ト
の
本
格
実
施
」

の
際
は
、
教
育
委
員
会
で
そ
の

対
応
を
検
討
し
た
い
。

テ
ス
ト
結
果
が
学
校
別
の
公

表
に
な
れ
ば
反
対
す
る
。

詳
細
は
ま
だ
大
阪
府
か
ら
説

明
さ
れ
て
い
な
い
。

子どもたちのための最善の教育条件を確保するために泉北教組はがんばります。
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今
回
の
自
民
党
案
は
そ

れ
を
文
字
通
り
体
現
す

る
も
の
と
言
え
ま
す
。

第
一
に
、
教
育
政
策

の
基
本
も
教
育
条
件
も
、

教
員
人
事
の
方
針
も
、

全
て
首
長
側
に
決
定
権
を
う
つ
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
で
は
教
育
委
員
会
は

首
長
の
下
請
け
機
関
で
、
首
長
が
そ

の
気
に
な
れ
ば
政
治
介
入
が
抑
制
な

く
可
能
に
な
り
ま
す
。

第
二
に
、
教
育
の
仕
事
を
実
際
に

す
す
め
る
教
育
長
を
、
首
長
が
直
接

任
命
罷
免
し
、
罷
免
条
件
も
緩
和
し

ま
す
。
教
育
長
は
、
首
長
の
部
下
と

な
り
ま
す
。

第
三
に
、
文
部
科
学
大
臣
の
権
限

を
強
化
し
ま
す
。
教
科
書
問
題

で
も
指
示
が
出
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

そ
も
そ
も
教
育
委
員
会
制
度

は
、
戦
前
の
教
育
が
政
治
に
支

配
さ
れ
、
侵
略
戦
争
を
推
進
す

る
役
割
を
担
わ
さ
れ
た
こ
と
の

反
省
か
ら
、
戦
後
教
育
の
中
立

性
や
自
主
性
を
保
つ
た
め
に
、

独
立
し
た
委
員
会
と
し
て
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
教
育

行
政
は
一
般
行
政
と
は
異
な
り
、

命
令
や
監
督
で
は
な
く
、
指
導
・

助
言
を
旨
と
し
て
い
ま
す
。

自
民
党
案
は
反
発
を
意
識
し
、

教
育
委
員
会
が
政
治
的
中
立
を

確
保
す
る
な
ど
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
案
の
中
身
自
体
が
、
そ
の

役
割
を
は
た
せ
な
く
す
る
も
の
で
す
。

安
倍
自
民
党
案
が
教
育
の
政
治
支

配
に
こ
だ
わ
る
理
由
は
、
憲
法
９
条

を
か
え
て
「
戦
争
す
る
国
」
を
つ
く

る
、
そ
の
た
め
の
「
愛
国
心
」
教
育

を
す
す
め
る
。
そ
の
反
発
を
国
と
首

長
の
権
限
で
押
さ
え
込
む
た
め
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
首
長
と
国
の
権
限
を

大
幅
に
ふ
や
す
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

「
首
長
の
政
治
的
な
考
え
で
教
育

を
左
右
す
る
こ
と
は
や
め
て
ほ
し
い
」

「
教
育
委
員
会
は
い
じ
め
や
体
罰
に

責
任
を
も
っ
て
対
応
し
て
ほ
し
い
」

そ
う
し
た
教
職
員
や
保
護
者
の
願
い

に
そ
っ
た
制
度
の
民
主
的
改
革
こ
そ

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

泉
北
教
組
は
、
教
育
委
制
度
の
根

幹
を
ゆ
る
が
す
今
回
の
自
民
党
案
に

反
対
し
、
憲
法
が
保
障
す
る
教
育
の

自
主
性
を
守
り

発
展
さ
せ
る
た

め
に
全
力
を
尽

く
す
決
意
で
す
。

自
民
党
は
、
２
月
18
日
、
教
育
委
員
会
制
度
の
見
直
し
案
を

了
承
し
ま
し
た
。
自
治
体
の
首
長
の
権
限
を
強
め
て
政
治
主
導

を
発
揮
す
る
上
に
、
教
科
書
選
択
や
い
じ
め
問
題
で
国
の
関
与

を
強
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

安
倍
首
相
は
、
教
育
委
員
会
「
改
革
」
を
重
要
課
題
と
し

て
位
置
づ
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
心
は
、
政
治
権
力
が
教

育
を
支
配
す
る
制
度
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

２
月
４
日
に
、
教
育
要
求
書
に
基
づ
く
高
石
市
教
委
交
渉
（
２

回
目
）
を
行
い
ま
し
た
。
市
教
委
の
主
な
回
答
は
次
の
通
り
で
す
。
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